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【背景】 

 戦後75年が経ち、戦争被害者として中国残留孤児（以後、中

国帰国者）について報道されることはもはや少なく、その言葉さ

えも知らない世代が多くなってきている。辛い経験を重ねて日

本に帰還した中国帰国者に向けての施設が徐々に増えている現

状があるが、その帰国者が抱える問題の 1 つとして、日本語に

慣れないまま年老いていく人が多いことがあげられる。   

この現状にかんがみて、研究者は、研究協力が得られた施設の介

護職員らとパートナーシップを組み、ミューチュアル・アクショ

ンリサーチ（以後、MAR）の手法を用いて、中国帰国者のための

デイサービス・訪問介護の施設の介護職員らが中国帰国者の故

郷に見合うように、“介護職員自らが彼らの豊かな環境になる”

という願いの実現を目指して、日々の介護の実践に関するグル

ープ内対話を繰り返して、その過程に表れた彼らの認識と実践

の変化を明らかにすることを目指した。 

【目的】 

中国帰国者デイサービス施設あるいは訪問介護施設の介護職

員自身が、中国帰国者の故郷に見合うような豊かな環境になる

ことを“願い”に掲げ、MARの方法論に基づき、研究者と介護職

員らとで対話を重ね、自己の介護のパターンを認識しながら、自

分たちの願いを達成していく過程を明らかにする。 

【方法】 

 全体性のパラダイムに準拠するM.ニューマンの健康の理論に

基づき、研究者と介護職員らによるグループ内対話を通して、介

護職員らが掲げた願いに向かって、自分の介護のパターンを認

識し、それを変容させていくことを支援する MAR の方法を用い

た。参加した介護職員は 4 名。研究者と共に、介護職員が実施

した介護とその内省を発表し合う対話を1年間8回繰り返した。

データは、対話の逐語録、対話で共有するフィードバック資料、

研究者のジャーナルであった。分析方法は、対話の中にあらわれ

た介護パターンを抽出し、その過程に表れた変化の意味を明ら

かにした。ニューマン理論研究会でのスーパーバイズを受けた。

所属の看護学校で倫理審査を受け承認（承認番号４）を得た。 

【結果】 

 参加者 4 名は、互いの介護実践と自己内省についての対話

を重ねることで、グループ内に相互作用が生まれた。例えば、A

氏の介護パターンである“自分だけで頑張るパターン”を認識

し、その後そのパターンを手放した。そして B 氏が伝え続けて

いた家族を取り込んだ介護ということが、他の介護職員らに理

解され、中国帰国者、その家族、そしてスタッフが互いに助け合

い、困ったことを相談しながら作り上げる一致団結した大家族

という環境作りが欠かせないのだという方向を見出した。 

 この過程での変化は、次の６つの局面として整理できた。局面

1：施設でいま起こっている問題を、介護職員らの辛い体験とし

て捉え、その問題の解決策の模索を始める。局面2：互いの介護

実践を誠実に伝え合い、相互に作用し合う環境の重要性に気づ

いた対話が始まる。局面3：さらなる具体的事例についての対話

から、ある介護職員の‘1人で抱え込む’介護パターンを認識し

た発言とそのパターンを手放し、そうではない行動への変化を

報告し、過程のターニングポイントを迎える。局面4：参加者全

員が、1人で抱え込むパターンを手放すことの重要性を認識し、

中国帰国者、その家族、介護職員皆が互いに助け合い、‘家族の

ような’という介護の重要性に気づく。局面5：しかし、中国帰

国者にとっての故郷となる環境になるという願いの具体性がつ

かめずに滞り、様々な方向へ模索する。局面6：滞りを乗り越え

て、互いの変化を伝え合い認め合う仲間同志の対話から、自分た

ちならではの介護を創りあげようという“新たな願い”を掲げ

る。 

8回の対話の会を終え、研究者と介護職員らは、困ったことを

相談しながら作り上げる一致団結した‘大家族’という母国中国

に類似した環境作りが欠かせないのだという方向を見いだし、

さらに、日本と中国の良いところを取り入れた、自分たちならで

はのケアに向かうことを自ら掲げるまでの過程が開示した。 

【考察とまとめ】 

ニューマン理論に導かれた MAR の実践は、介護職員それぞれ

が介護パターンを認識し、自らが中国帰国者の故郷に見合う環

境となろうという願いを創出し、その願いに向かって新たな介

護、すなわち介護職員、中国帰国者、その家族が大家族をめざし

て実践するという介護の‘核’を見出した。この新たな介護のパ

ターンを見出だすには、対話が欠かせない。MARは、今後増加す

ることが予想される中国帰国者を含む在留外国人が関連する多

文化共生社会に対しても、役立つであろうことが示唆された。 
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